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1 坂東市教育振興基本計画の基本的事項 

～はじめに～ 

 

坂東市教育振興基本計画の基本的事項 

 

１１１１    教育振興基本計画の位置づけ及び趣旨教育振興基本計画の位置づけ及び趣旨教育振興基本計画の位置づけ及び趣旨教育振興基本計画の位置づけ及び趣旨    

 

 平成１８年に改正された教育基本法において、第１７条に、①国は教育の振

興に関する施策についての基本的な方針及び施策について基本的な計画を定め

なければならないこと、②地方公共団体は、国の計画を参酌し、その地域の実

情に応じ、当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的

な計画を定めるよう努めなければならないことが新たに追加されました。 

 この規定に基づき、国は、平成 20 年７月に教育振興基本計画を策定し、教

育基本法で明確にされた教育の理念を踏まえ、目指すべき施策などについて示

しました。 

 茨城県においては、社会の変化や直面している教育課題等を踏まえつつ、教

育目標の具現化を目指し、第 1１次となる新しい教育計画である「いばらき教

育プラン」が平成 2８年４月に策定されました。 

 本市においては、国や県の動向を踏まえ、第１期教育振興基本計画を平成２

４年度に策定し、坂東市の教育施策に関する基本的な計画として、平成２５年

度から２９年度まで取り組んできました。 

新たに策定した第２期教育振興基本計画では、これまでの経験をもとに、新

たな５年間に向けての見直しを図るとともに、平成２７年に策定した「坂東市

教育に関する大綱」の具現化のための計画として位置づけています。 

 さらに、本計画はばんどう未来ビジョン（坂東市総合計画）に示された方針

と整合性を図り、坂東市の教育を一層充実させるため、今後における中期的な

取り組みの考え方を示すものです。 

 

○○○○教育基本法（平成教育基本法（平成教育基本法（平成教育基本法（平成 18181818 年法律第年法律第年法律第年法律第 12121212００００号）第号）第号）第号）第 17171717 条条条条    

（教育振興基本計画） 

第十七条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図る

ため、教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策そ

の他必要な事項について、基本的な計画を定め、これを国会に報告するとと

もに、公表しなければならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方

公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよ

う努めなければならない。 



 

 

2 坂東市教育振興基本計画の基本的事項 

ばんどう未来ビジョン

（坂東市総合計画）

坂東市教育に関する

大綱

いばらき教育プラン
教育振興基本計画

（国）

教育振興基本計画

２２２２    教育振興基本計画の教育振興基本計画の教育振興基本計画の教育振興基本計画の構成構成構成構成    

   

坂東市教育振興基本計画は、先述のとおり国の教育振興基本計画をはじめ、

いばらき教育プラン、ばんどう未来ビジョン（坂東市総合計画）、坂東市教育に

関する大綱の内容に基づき、教育施策に関する基本計画として策定しています。 

本市の教育に関する基本方針である「坂東市教育に関する大綱」は、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３の規定に基づく「地方公共団体

の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱」として位置付ける

ものであり、新たに策定された茨城県総合計画及びいばらき教育プランの目標

や政策展開の基本方向に統一性をもたせ、本市と県との教育政策における連動

性、整合性を図り策定されています。 

また、この教育大綱は本市における教育に対する政策及び考え方の根幹をな

すものであることから、本計画は坂東市教育に関する大綱の内容に基づいて検

討を行い、策定をしています。 

 

 

○○○○坂東市教育に関する大綱坂東市教育に関する大綱坂東市教育に関する大綱坂東市教育に関する大綱    

平成２７年１２月に策定し、計画期間は平成２８年度からおおむね５年間と

しています。 

基本理念は、「たくましく生き抜く力を育み、未来を担う人づくり」を目指し

て～「坂東市に生まれてよかった」、「坂東市で教育を受けてよかった」、「坂東

市で学び続けたい」と誰もが思える「教育のまち坂東」～であり、坂東市の教

育に関する基本理念となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3 坂東市教育振興基本計画の基本的事項 

３３３３    教育振興基本計画教育振興基本計画教育振興基本計画教育振興基本計画の対象期間の対象期間の対象期間の対象期間    

 

本計画は平成３０年度を初年度、平成３４年度を目標年度とする５年間の基

本計画です。ただし、社会情勢の変化などに応じて、適宜必要な見直しを行う

こととしています。 

 

 

 

 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

平成 

31 年度 

平成 

32 年度 

平成 

33 年度 

平成 

34 年度 

本計画 策 定 
坂東市教育振興基本計画 

（平成３０年度～平成３４年度）   

 

関 連 

 

計 画 

市：ばんどう未来ビジョン（坂東市総合計画） 

（平成２９年度～平成４９年度）   

県：いばらき教育プラン 

（平成２８年度～平成３２年度）   

国：教育振興基本計画 

（平成３０年度～平成３４年度）   

 

 



 

 

 

4 第 1 章 基本的な生活習慣と豊かな人間性の育成 

第 1 章 基本的な生活習慣と豊かな人間性の育成 

 

 幼児期からの教育を通して、基本的な生活習慣を身に付けるとともに、豊かな

情操や道徳心を育み、「坂東市に生まれてよかった」と思えるような、人として

豊かな人生を送ることができる基礎となる力を育てます。 

 

  

（１）基本的生活習慣の確立（坂東市の５つの約束）（１）基本的生活習慣の確立（坂東市の５つの約束）（１）基本的生活習慣の確立（坂東市の５つの約束）（１）基本的生活習慣の確立（坂東市の５つの約束）    

 

（現状と課題）    

 

・坂東市では児童生徒の基本的生活習慣の確立を目指し、平成 27 年度から「①

あいさつをする」、「②呼ばれたら『はい』と返事をする」、「③脱いだ履物をそろ

える」、「④時間を守る」、「⑤背筋を伸ばして座る」の５項目を「坂東市の５つの

約束」と定め、市立幼稚園、小・中学校において取り組んでいます。 

 

・更なる基本的生活習慣の確立を目指すためには、学校における指導のほか、家

庭や地域の協力を得ることが必要不可欠となります。 

 

（目標）    

 

・今後更なる事業の推進を図るために、家庭、地域への周知を進めます。園や学

校からの連絡だけではなく、行政関係各課との連携を密にして周知を図ります。 

 

  重点施策      

 

○学校・家庭・地域への理解の推進○学校・家庭・地域への理解の推進○学校・家庭・地域への理解の推進○学校・家庭・地域への理解の推進    

 事業推進のために、市立幼稚園や小・中学校はもちろんのこと、各家庭や地域

への更なる周知に努めます。 

 

 

 

 

 

 

◎坂東市の５つの約束 

①あいさつをする 

②呼ばれたら『はい』と返事をする 

③脱いだ履物をそろえる 

④時間を守る 

⑤背筋を伸ばして座る 



 

 

 

5 第 1 章 基本的な生活習慣と豊かな人間性の育成 

（２）学校・家庭・地域の連携強化と家庭の教育力の向上（２）学校・家庭・地域の連携強化と家庭の教育力の向上（２）学校・家庭・地域の連携強化と家庭の教育力の向上（２）学校・家庭・地域の連携強化と家庭の教育力の向上    

  

（現状と課題）    

 

・計画訪問の際に、各校における学校経営の方針や取組の説明の中で、「学校・

家庭・地域の連携」について、各校の実情に応じた指導・助言を行っています。 

家庭の教育力については、家庭との連携強化による児童・生徒の問題行動等の

解消に努める必要があります。 

 

・家族形態の変化や地域住民関係の希薄化、また経済的問題等により、不登校、

児童虐待、経済的困難などの様々な問題を抱え込み、主体的な家庭教育が困難な

家庭が増加しています。支援の手を差し伸べるためにも、早期の段階での発見と

同時に、地域の人々や行政等が連携・協働し、家庭教育力の向上に努める必要が

あります。 

 

（目標）    

 

・関係各課と連携を図り、「学校・家庭・地域の連携強化」に努めるとともに、

「家庭の教育力の向上」の取組を支援します。 

 

・家庭や保護者の不安や悩みに寄り添い、早期の段階から家庭教育を支援してい

くことで家庭教育力の向上を図ります。 

 

  重点施策      

 

○三か月児健康診断における家庭教育学級○三か月児健康診断における家庭教育学級○三か月児健康診断における家庭教育学級○三か月児健康診断における家庭教育学級    

 子育て早期の段階から 3 歳児までに必要な親の関わり方について講話を行い

ます。 

 

○就学時健康診断における家庭教育学級○就学時健康診断における家庭教育学級○就学時健康診断における家庭教育学級○就学時健康診断における家庭教育学級    

 茨城県の家庭教育ブック等を活用し、小学校入学に向けた児童及び保護者の

心構えや準備について講話を行います。 

 

○○○○認定こども園、認定こども園、認定こども園、認定こども園、保育園、幼稚園、保育園、幼稚園、保育園、幼稚園、保育園、幼稚園、小小小小・・・・中中中中学校学校学校学校全て全て全て全てにおける家庭教育学級の開講における家庭教育学級の開講における家庭教育学級の開講における家庭教育学級の開講    

 市内全ての認定こども園、保育園、幼稚園、小・中学校を訪問し、保護者間で

子育てに関する価値観が共有化できるよう、講話を行います。 



 

 

 

6 第 1 章 基本的な生活習慣と豊かな人間性の育成 

○企業での家庭教育学級の開催○企業での家庭教育学級の開催○企業での家庭教育学級の開催○企業での家庭教育学級の開催    

 特に男性の子育てに関わることの重要性を伝えるために企業を訪問し、家庭

教育学級講話を行います。 

 

○訪問型家庭教育支援事業の実施○訪問型家庭教育支援事業の実施○訪問型家庭教育支援事業の実施○訪問型家庭教育支援事業の実施    

 不登校児童生徒をもつ家庭に寄り添い、思いや悩みを傾聴し、関係機関との連

携を図ることにより、家庭環境の改善とともに児童生徒が安定した生活を送る

ことができるよう支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【成長時期に応じた家庭教育刊行物（茨城県発行）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者を対象とした家庭教育学級の実施】 



 

 

 

7 第 1 章 基本的な生活習慣と豊かな人間性の育成 

（３）幼稚園・小学校・中学校・高等学校の一貫した教育の推進（３）幼稚園・小学校・中学校・高等学校の一貫した教育の推進（３）幼稚園・小学校・中学校・高等学校の一貫した教育の推進（３）幼稚園・小学校・中学校・高等学校の一貫した教育の推進    

 

（現状と課題）    

 

・坂東市では、全小・中学校で「坂東市魅力ある学校づくり推進事業」に取り組

んでおり、小学１年生から中学３年生までの義務教育９年間の連続性を大切に

し、中学校区単位での小・中学校の連携を推進しています。 

 

・平成２８年度には、茨城県の「いばらき教育プラン（平成２８年度～平成３２

年度）」に示されている「就学前教育の充実」を受け、公立の幼稚園長、こども

園長と小学校長を対象とした研修会を実施し、幼稚園・小学校の連携を進めまし

た。 

 

・幼稚園等から高等学校までの一貫した教育については、更に充実、強化してい

く必要があります。 

 

（目標）    

 

・市立幼稚園、小・中学校で行っている「坂東市の５つの約束」などをはじめと

した事業について、幼稚園から高等学校まで一貫して推進していくとともに、事

業等の実施を通して連携の強化を図っていきます。 

 

  重点施策      

 

○○○○学校連携による学校連携による学校連携による学校連携による学力向上と横断的な事業の実施学力向上と横断的な事業の実施学力向上と横断的な事業の実施学力向上と横断的な事業の実施    

 市内の小・中学校における連携強化により、学びの連続性を大切にした学力向

上を図るとともに、幼稚園・高校を含めた連携事業の実施に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学生・中学生・高校生合同によるあいさつ・声かけ運動】 



 

 

 

8 第 1 章 基本的な生活習慣と豊かな人間性の育成 

（４）郷土教育・道徳教育・立腰教育の推進（４）郷土教育・道徳教育・立腰教育の推進（４）郷土教育・道徳教育・立腰教育の推進（４）郷土教育・道徳教育・立腰教育の推進    

 

（現状と課題）    

 

・全ての小・中学校を対象に実施している計画訪問において、郷土教育・道徳教

育・立腰教育の充実について指導・助言を行っています。 

 

・道徳の時間が「特別の教科 道徳」として全面実施される時期が、小学校は平

成３０年度、中学校は平成３１年度と目前に迫っています。国や県の動向を注視

し、道徳の教科化を確実に進めることが必要となっています。 

 

・坂東市には様々な文化財や史跡があるものの、それらに興味・関心を持って学

習しようとする児童・生徒はまだまだ少ないのが現状です。平将門や猿島茶など

郷土の歴史や文化への興味・関心を高め、自分の生まれ育った町への誇りを持つ

とともに、今後の地域発展に寄与できる子供達の育成が課題となっています。 

 

（目標）    

 

・道徳の教科化が、各学校において確実に実施されるように、学校の実態に応じ

た指導・助言及び相談を行っていきます。 

 

・坂東市の歴史や魅力に興味をもち、「ふるさと坂東」を大切にする意識を高め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画訪問の様子】 
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  重点施策      

 

○「特別の教科○「特別の教科○「特別の教科○「特別の教科    道徳」の実施に向けたフォロー体制の確立道徳」の実施に向けたフォロー体制の確立道徳」の実施に向けたフォロー体制の確立道徳」の実施に向けたフォロー体制の確立    

 道徳の時間が「特別の教科 道徳」として確実に実施されるように、各学校へ

のフォロー体制の確立に努めます。 

 

○「いばらきっ子郷土検定」の実施○「いばらきっ子郷土検定」の実施○「いばらきっ子郷土検定」の実施○「いばらきっ子郷土検定」の実施    

 11 月の「いばらき教育月間」の中で、市内統一日に中学校において、いばら

きっ子郷土検定を実施し、県大会への代表校を選出します。実施に当たっては、

事前に茨城県や坂東の歴史を振り返る問題を実施するなど準備期間を設け、地

域に対する興味関心を高めます。 

 

○市内史跡等の保存・整備と活用○市内史跡等の保存・整備と活用○市内史跡等の保存・整備と活用○市内史跡等の保存・整備と活用    

 市内の貴重な文化財や史跡等の調査研究や案内表示の設置など、見学者のた

めの環境整備や情報発信に努めます。 

 

 

【木造将門坐像（県指定文化財）】 

 

※※※※立腰教育立腰教育立腰教育立腰教育とはとはとはとは    

立腰は哲学者である森信三によって提唱されました。「腰骨を立てて背筋を伸

ばして座る姿勢」のことであり、森信三は「腰骨を立て姿勢をよくすること」が

心を立てることにつながることを説きました。 

立腰教育は、幼年期から姿勢を良くし、心を落ち着かせ、自分の身の回りを自

分で行うことができることを目的として各地で取り組まれています。 
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（５）野外体験活動や積極的なボランティア活動の推進（５）野外体験活動や積極的なボランティア活動の推進（５）野外体験活動や積極的なボランティア活動の推進（５）野外体験活動や積極的なボランティア活動の推進    

 

（現状と課題）    

 

・高校生会「むぎの会」は市内在住・在学する高校生をもって組織し、市主催事

業にも積極的に参加するほか、ボランティア活動を行っています。次代を担う青

少年の健全育成のために、青少年の自主的な活動を育む機会を設けることが必

要となっています。しかしながらメンバーの減少により活動の縮小がみられる

ため、メンバー確保のためのＰＲ活動が必要です。 

 

・生涯学習課では市内の中学生を対象にボランティアを募集し、活動を実施して

います。夏休みを利用し、介護施設や図書館でのボランティア活動、市内におけ

るイベントのボランティア等、積極的に派遣を行っています。これらの活動を通

して、異年齢の交流や奉仕活動の大切さを学んでいます。 

 

・ボランティア活動への参加希望生徒の中には、部活や学校行事との兼ね合いで

参加が難しいといった生徒も少なくありません。このため、ボランティア活動が

可能となる更なる場所及び機会の確保が必要となっています。 

 

（目標）    

 

・ボランティア活動の場所や時間の充実、また受入側の理解や協力を求めていき

ます。活動を通して、挨拶や時間を守ることなどの基本的生活習慣の確立、奉仕

の心を育む、自発性や公共性を学ぶことも目指します。 

 

  重点施策      

 

○ボランティア活動の地域への理解の推進○ボランティア活動の地域への理解の推進○ボランティア活動の地域への理解の推進○ボランティア活動の地域への理解の推進    

活動の充実のために、地域の関係団体と積極的な連携をとり、ボランティア活

動の増加を図ります。 

 

○中学生、高校生によるボランティア活動企画○中学生、高校生によるボランティア活動企画○中学生、高校生によるボランティア活動企画○中学生、高校生によるボランティア活動企画    

生徒が市内行事等の運営に関わるなど、様々な人とのふれあいや体験を通し

て、社会貢献の大切さについて学ぶ機会を設けます。 
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第２章 学力の習得と活用力の育成 

        

 子供たちの基礎的な知識や技能の定着と判断力及び行動力を育む教育を推進

するとともに、英語教育や最先端のＩＣＴ機器の活用を推進するなど「坂東市で

教育を受けてよかった」と思えるような、未来の坂東市の発展に貢献できる人材

や国際社会で活躍できる人材を育てます。 

 

（１）確かな学力（基礎学力・応用力）を育む教育の推進（１）確かな学力（基礎学力・応用力）を育む教育の推進（１）確かな学力（基礎学力・応用力）を育む教育の推進（１）確かな学力（基礎学力・応用力）を育む教育の推進    

 

（現状と課題）    

 

・坂東市では児童・生徒の確かな学力を育むために、平成２６年度から小学１年

生から中学３年生までを対象とした坂東市総合学力調査の年２回実施をはじめ、

小学６年生と中学１年生を対象としたサマースクールの実施、各学校へのプリ

ント教材や映像教材の提供を行っています。 

 

・児童・生徒の確かな学力の育成に必要となる教員の授業力を向上させるため、

先進地への教育視察を行っています。 

 

・基礎学力や応用力を図る一つの目安である全国学力・学習状況調査では小学校

は全国平均並みとなっていますが、中学校では全国の平均正答率を下回る学校

も見られます。 

 

（目標）    

 

・今後、更に確かな学力の育成を推進するため、学校の実態に応じた指導・助言

を行うとともに、各学校の効果的な取組を共有する場を設けます。 

 

  重点施策      

 

○学力向上に関する取組の推進○学力向上に関する取組の推進○学力向上に関する取組の推進○学力向上に関する取組の推進    

 各種調査やテストの結果分析を基盤とした学力向上に関する取組計画の作成、

実施及び補充学習や研修会の開催を通して、児童生徒の学力向上の推進に努め

ます。 
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（２）英語教育・国際理解教育の推進（２）英語教育・国際理解教育の推進（２）英語教育・国際理解教育の推進（２）英語教育・国際理解教育の推進    

 

（現状と課題）    

 

・学習指導要領の改訂に伴い、平成３２年度から検定教科書を用いた外国語活

動、外国語科がスタートします。外国語活動は小学校中学年において「聞く」・

「話す」を中心に年間３５時間実施するものであり、外国語科は小学校高学年に

おいて「聞く」・「話す」に「読む」・「書く」を加え、年間７０時間実施するもの

です。 

本市では平成２８年度から小学校において教育特例校措置をとり、特別な教

育課程を編成し、小学校１年生から４年生までは週１回（年間３５時間）、小学

校５・６年生は週２回（年間７０時間）国の動向に先がけ英語活動に取り組んで

います。外国語指導助手（ＡＬＴ）を活用することで英語活動に対する興味・関

心を高め､英語を通して新しい文化に触れる等国際理解教育を推進しています。 

 

・小学校では英語に触れることを基本として、学級担任と外国語指導助手とのテ

ィームティーチングによる音声を中心とした授業を行っていますが、学級担任

主導の授業となるようシフトしていく必要があります。 

 

・中学校では小学校で培った素地を生かし、よりコミュニケーション能力を高め

ることが求められますが、現時点において小・中学校の接続を生かした学習活動

が不十分であり、今後小・中学校間での連携強化に努める必要があります。 

 

（目標）    

 

・今後更なる英語教育の推進を図るためには、小・中学校の接続を円滑にするこ

とが必要不可欠です。互いの学習活動を理解し、連続性のある 9 年間の英語活

動を進めていくことを目指し取り組みます。 

 

  重点施策      

 

○英語教育・国際理解教育の充実○英語教育・国際理解教育の充実○英語教育・国際理解教育の充実○英語教育・国際理解教育の充実    

児童・生徒の英語活動への興味・関心が更に高まるように、英語宿泊研修の実

施をはじめとした魅力ある研修会の開催や教育現場のサポート等事業の充実を

進めるとともに、これらの事業を通じて児童・生徒の興味や関心を高め、国際理

解や学習意欲の向上を図ります。 
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（３）ＩＣＴ教育の推進（３）ＩＣＴ教育の推進（３）ＩＣＴ教育の推進（３）ＩＣＴ教育の推進    

 

（現状と課題）    

 

・ＩＣＴ教育の推進について、学習指導要領では主体的・対話的で深い学びの実

現に向けて、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用する

ために必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図ること

としています。このため、ＩＣＴ環境の整備を行い教育の情報化を推進していく

ことが急務になっています。併せて、学校業務についても情報化を推進すること

で、業務の効率化を進めることが必要となっています。 

 本市においては、文部科学省が示す第２期教育振興基本計画における目標を

おおむね達成している状況です。これまでに校務支援システムやデジタル教科

書、無線ＬＡＮ、大型提示装置を普通教室と特別教室に整備し、授業を担当する

教員に１人１台の指導者用タブレット型パソコンを導入しました。また、平成２

９年度にはパソコン教室の学習者用コンピュータの入替えに伴い、タブレット

型パソコンの導入を進め、情報化の推進に取り組んでいます。 

 

・坂東市では、大型テレビを活用した授業が多く展開されています。大型テレビ

の活用により児童・生徒の興味・関心及び理解を促すことができています。 

また、平成２８年度に教職員に配置されたパソコンのタブレット部分を、授業

に活用している教員も少しづつ増えています。 

 

・ＩＣＴを授業の中で効果的に活用する方法等の習得については、教職員各個人

の創意工夫に任されている状況となっており、今後の課題となっています。 

 

（目標）    

 

・坂東市教育研究会の情報教育研究部と連携し、授業の中でＩＣＴを効果的に活

用した学習指導の在り方について研修を深め、児童生徒の学力向上に取り組み

ます。 

 

・文部科学省では、平成３２年度学習指導要領の実施に向けて、電子黒板・１人

１台の可動式ＰＣ・無線ＬＡＮ・個人フォルダを全ての自治体において早急に整

備する必要があるとしています。本市においてもこの目標基準の達成に向けて

の取組を進めます。 
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  重点施策      

 

○関係団体及び課との連携の推進○関係団体及び課との連携の推進○関係団体及び課との連携の推進○関係団体及び課との連携の推進    

 教員一人ひとりが、授業の中での効果的なＩＣＴの活用方法を習得すること

ができるように、関係機関との更なる連携に努めます。 

 

○次代に向けたＩＣＴ教育の環境整備○次代に向けたＩＣＴ教育の環境整備○次代に向けたＩＣＴ教育の環境整備○次代に向けたＩＣＴ教育の環境整備    

 ＩＣＴ機器については処理能力の向上等、日々刻々と進歩を遂げており、今後

更に便利な機器の登場が予想されます。児童・生徒や教員が、ＩＣＴを活用した

情報の収集、表現、処理、創造、発信、伝達といった学習活動が更に充実するよ

うに、ＩＣＴ環境の向上と整備に努めます。 

 

 

 

【大型モニター、タブレットを使用した授業の実施】 
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（４）キャリア教育の推進（４）キャリア教育の推進（４）キャリア教育の推進（４）キャリア教育の推進    

 

（現状と課題）    

 

・計画訪問の際に、「キャリア教育の推進」について情報把握に努め、学校の実

情に応じて指導・助言を行っています。 

 

・市内中学校ではキャリア教育の一環として、高等学校体験入学や職場体験、大

学や企業を訪れるなど、将来の夢や希望を抱くための活動を行っています。将来、

日本の未来を担う子供たちには、社会で生き抜く力が必要となることから、自己

有用感を高め、より自主的・自発的な行動で自らの道を切り開く子供たちの育成

が課題となっています。 

 

（目標）    

 

・児童・生徒が将来の夢や希望を持てるように、関係機関と連携を図り、キャリ

ア教育の推進に努めます。 

 

・将来の社会的自立や職業的自立の基盤となる資質や能力の向上を目指し、学校

教育におけるキャリア教育のサポート体制を強化します。 

 

  重点施策      

 

○関係機関との連携の推進○関係機関との連携の推進○関係機関との連携の推進○関係機関との連携の推進    

 教員一人ひとりが、キャリア教育の重要性を認識し、効果的に推進することが

できるように、関係機関との更なる連携に努めます。 

 

○職場体験実施可能事業所のリストアップ○職場体験実施可能事業所のリストアップ○職場体験実施可能事業所のリストアップ○職場体験実施可能事業所のリストアップ    

 主に中学校で実施している職場体験に伴い、体験可能な事業所の新たな発掘

や協力依頼を関係機関と連携して行います。 

 

○キャリア教育に伴う講師派遣○キャリア教育に伴う講師派遣○キャリア教育に伴う講師派遣○キャリア教育に伴う講師派遣    

 市内保幼小中学校の要請に伴い、発達段階に応じたキャリア教育の講師を関

係機関と連携し、派遣します。 
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（５）今日的な学習の推進（５）今日的な学習の推進（５）今日的な学習の推進（５）今日的な学習の推進    

（（（（主権者教育、環境教育、食育、健康教育、薬物乱用防止等に主権者教育、環境教育、食育、健康教育、薬物乱用防止等に主権者教育、環境教育、食育、健康教育、薬物乱用防止等に主権者教育、環境教育、食育、健康教育、薬物乱用防止等に    

関する教育）関する教育）関する教育）関する教育）    

 

（現状と課題）    

 

・今日では、基礎的な学力に加え、社会において個性を発揮し、様々な場面にお

いて柔軟に対応できる人材が求められています。このような人材を育成するた

めには、基礎学力のほか、現代において必要となる「今日的な学習」を推進し、

現代を生き抜く力を育んでいくことが必要となります。 

今日的な学習の実施においては、定められた教育課程以外の限られた時間の

中で、現代に必要とされる知識やスキルを的確に捉え、個の能力として応用でき

るための教育が必要となります。 

必要となる知識やスキルは日々刻々と変化し、また全てを学習するには膨大

な時間と量がかかることから、先見性を重視し、かつ、生徒の負担とならないよ

うに取捨選択を行い、関係機関と連携を図りながら効率よく実施していくこと

が課題となっています。 

 

・学校給食においては食育を推進し、児童・生徒の健康管理と栄養バランスを考

慮した給食の提供や、多くの農産物を生産している坂東市では、可能な限り坂東

市産又は茨城県産の地元食材を使用した給食を提供できるように地産地消に取

り組んでいます。 

 

・今日の食生活をめぐる環境の変化に応じて、さらに食に関心を持ち、食に関す

る様々な知識と、食を選択する判断力が身に付くようになることが必要です。 

また、地元の食材を使った郷土食の継承が重要です。 

 

（目標）    

 

・基礎的な学力のほか、児童・生徒が現代社会において必要となる知識や、今後

必要とされる能力・スキル等を把握し、行政と教育現場の相互理解のもと、市の

教育に反映します。 

 

・食育を推進し、食に関心を持ち、食についての正しい理解が深まるように、各

学校での栄養指導に取り組みます。 
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  重点施策      

 

○次代に必要とされる教育の推進○次代に必要とされる教育の推進○次代に必要とされる教育の推進○次代に必要とされる教育の推進    

時代の変化とともに必要とされる能力、スキルも変化することから、新たに必

要とされる教育を取り入れ、次代を担う人材育成を推進します。 

 

○主権者教育の推進○主権者教育の推進○主権者教育の推進○主権者教育の推進    

各個人が主権者であり、個人の意思決定が社会において必要であるとともに、

誰もが社会に必要な「かけがえのない存在である」ことの自覚を促すため、子ど

も議会等の開催を通じて、主権者教育の推進に努めます。 

 

○健康教育○健康教育○健康教育○健康教育    

学校教育法に定められた健康診断のほか、児童生徒が生涯を通して健やかな

生活を送ることができるように、各種感染症や生活習慣病等の予防に努めます。 

また、今後増えると予測される生活習慣病などについても、がん教育をはじめ

とした健康教育の推進などを実施し、健康に対する意識の高揚に努めます。 

 

○学校給食の充実○学校給食の充実○学校給食の充実○学校給食の充実と給食費における段階的無償化の実施と給食費における段階的無償化の実施と給食費における段階的無償化の実施と給食費における段階的無償化の実施    

学校活動での活力のもととなるよう、一層配慮した給食の提供に努めるとと

もに、栄養教諭の専門性を生かした指導により、望ましい食習慣を養い、好まし

い食生活を構築することに努めます。 

また、給食費の段階的無償化の実施により、教育費負担の軽減に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【坂東市中学生子ども議会の開催】 
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第３章 生涯学習と芸術・文化、スポーツ活動の推進 

 

 市民の誰もが、生涯にわたり学び、生涯にわたり芸術や文化、スポーツに親し

むことができ、「坂東市で学び続けたい」と思えるような環境を整備します。 

 

 

（１）生涯にわたり学び続けることができる環境づくり（１）生涯にわたり学び続けることができる環境づくり（１）生涯にわたり学び続けることができる環境づくり（１）生涯にわたり学び続けることができる環境づくり    

 

（現状と課題）    

 

・近年、少子高齢化の進展とともに、余暇時間の過ごし方や個人の価値観が多様

化し、市民の生涯学習に関する要望が多岐にわたり、複雑化しています。このよ

うな要望に応じて、市民の活動を促進するための学習機会や情報の提供ととも

に、指導者の育成等を積極的に講じることが重要となっています。 

 

・公民館では、岩井公民館、猿島公民館を中心に、市民の趣味と生きがいづくり、

仲間づくりを目的とした公民館講座を開設するほか、公民館まつりの開催など、

学習成果の発表の場づくりや施設利用の促進を図っています。しかしながら、近

年、公民館講座の受講生数が減少傾向にあり、若い世代の受講が少ない状況にあ

ります。公民館講座受講生及び指導者の高齢化を解消するため、幅広い年齢層で、

誰もが受講しやすい新規講座、教室の開設を検討し、学習活動の拡充を図ること

が課題となっています。 

 

（目標）    

 

・市民に、趣味と生きがいづくりを目的に、楽しみながら学べるふれあいの場を

提供するため、幅広く市民が参加できるように事業内容を充実させるとともに、

市民の多様な交流活動を支援し、機会の拡大を図ります。 

 

・公民館講座受講生及び公民館を利用する各種サークルの日頃の学習成果の発

表、展示する場を提供し、参加住民に生涯学習の楽しさを啓発することを目的と

した公民館まつりを開催します。併せて、安心して学べるふれあいの場を提供す

るための環境整備に取り組みます。 
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  重点施策      

 

○社会教育推進事業○社会教育推進事業○社会教育推進事業○社会教育推進事業の充実の充実の充実の充実    

市民一人ひとりが、生きがいのある充実した生活を送れるように学習内容及

び体制の整備等学習環境の充実に努め、生涯学習の普及振興を図ります。（生涯） 

 

○公民館講座の充実○公民館講座の充実○公民館講座の充実○公民館講座の充実    

幅広い年齢層で、誰もが受講しやすい公民館講座を開設し、公民館活動の活性

化を図ります。 

 

○公民館○公民館○公民館○公民館祭りの開催祭りの開催祭りの開催祭りの開催    

日頃の学習の成果を発表する場を提供するとともに、参加者相互の交流を推

進します。 

 

○自主クラブ○自主クラブ○自主クラブ○自主クラブのののの育成支援育成支援育成支援育成支援    

定期講座修了生が自主的に活動を継続するサークルへの移行を支援します。

また、施設の積極的活用を推進します。 

 

○公民館施設整備事業○公民館施設整備事業○公民館施設整備事業○公民館施設整備事業    

安心して学べるふれあいの場を提供するための環境整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【坂東市作品展】 
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（２）芸術文化活動の推進と文化財の保存・活用（２）芸術文化活動の推進と文化財の保存・活用（２）芸術文化活動の推進と文化財の保存・活用（２）芸術文化活動の推進と文化財の保存・活用    

 

（現状と課題）    

 

・坂東市には妙安寺に所蔵されている国指定文化財「絹本著色聖徳太子絵伝」を

はじめとして、７７件もの文化財が指定を受けています。また、旧大塚酒造群の

建物である主屋と本蔵が国登録有形文化財となっています。 

このように本市には様々な文化財があるものの市民の認知度は低く、うまく

活用ができていない現状となっています。 

また、無形文化財の保護について、神田囃子や猿島ばやしといった郷土芸能の

後継者育成も今後の課題となっています。 

 

・資料館では、郷土の歴史や文化の紹介、優れた芸術作品の展示等、常設展・企

画展を通して、芸術文化活動の推進を図っています。また、天体望遠鏡を利用し

た天体講座等を開催し、科学への関心の醸成に努めています。 

一方で、地域の各種施設と連携した施策の推進や、市民ニーズの多様化・専門

化に的確に対応できる体制の整備が必要となっています。また、施設の計画的な

維持補修が必要となっています。 

 

・図書館では、生涯学習拠点の一つとして市民ニーズに沿った図書資料の収集、

サービスの多様化に努めています。更なる読書活動の活性化を図るため、近隣図

書館や学校・市民ボランティアとの連携を推進していく必要があります。 

一方で、情報技術革新への対応や施設の計画的な維持補修が必要となってい

ます。 

 

・市民の音楽、文化活動に関する関心は特定分野に集まりがちになっています

が、探究心は旺盛で、今後も活動は活発に展開されていくことが予想されます。 

 

・坂東市民音楽ホールは音楽文化の情報発信、活動拠点となっています。音楽ホ

ールでは市民団体が開催する演奏会をはじめ、各種コンサートや音楽祭を開催

するなど、様々な音楽文化を発信することにより、芸術・文化活動を促進してい

ます。 

 

・今後も継続的に多様な音楽文化を発信し、様々な分野での活発な活動、育成を

進めることが必要となっています。 
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   ＜国・県・市指定文化財＞          平成 2９年 4 月 1 日現在 

 
有 形 文 化 財 民俗文化財 記 念 物 

 
 

合 
 

 

計 

種 
 

類 

建 

造 

物 

絵 
 

画 

彫 
 

刻 

工 

芸 

品 

書 
 

籍 

考
古
資
料 

歴
史
資
料 

無
形
民
俗 

史 
 

跡 
天
然
記
念
物 

国  1          1 

県 3 2  5 3 1   2 1  1 18 

市 6 3 24   12 2 1  10 58 

計 9 6 29 3 1 12 2 3 1 11 77 

 

 

【香取神社本殿（県指定文化財）】 
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（目標）    

 

・文化財の所有者及び管理者、そして地域住民において、文化財愛護に関する意

識の高揚を図ります。 

 また、坂東市の歴史に興味をもち、郷土を愛する心を育み、郷土芸能に取り組

む後継者の育成を進めます。 

 

・資料館では、埋もれた郷土の歴史や文化を発掘し、調査研究の成果を紹介する

企画展を開催するとともに、優れた芸術作品に触れる機会を創設します。 

また、施設の計画な維持管理を進めます。 

 

・図書館では、学校図書館や図書館ボランティアとの連携を推進するとともに、

図書館電算システムを活用して多様なサービスの提供に努めます。 

また、市民の学習ニーズに的確に対応するとともに、施設の計画的な維持管理

を進めます。 

 

・様々な音楽文化を提供し、未来を担う子供たちが多様な興味、関心をもって成

長できる音楽文化環境を整えていきます。  

 また、世代を超えて交流できる場を提供し、市民全体で共有できる音楽芸術・

文化を促進します。 

 

  重点施策      

 

○文化財の活用と保護○文化財の活用と保護○文化財の活用と保護○文化財の活用と保護    

文化財保護審議会及び文化財所有者・管理者と文化財の効果的な活用（市内文

化財の限定展示など）について協議を進めるとともに、文化財の適切な修繕を実

施します。 

また、文化財防火デーに合わせた文化財防火訓練を実施します。 

 

○資料館活動の充実○資料館活動の充実○資料館活動の充実○資料館活動の充実    

・郷土の歴史や文化、優れた芸術作品を紹介する展覧会を開催するとともに、歴

史・芸術文化の調査研究を進めます。 

・天体望遠鏡を活用した講座や観望会を開催し、天体に対する興味・関心を育み

ます。 

・地域の各種施設とのネットワーク化を推進します。 

・施設の計画的な維持補修を進めます。 
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○図書館活動の充実○図書館活動の充実○図書館活動の充実○図書館活動の充実    

・市民の多様な学習活動や知的欲求に応えるため、図書資料及びレファレンスサ

ービスの充実に努めます。 

・情報技術の進展に応じたサービスの多様化を進めます。 

・学校図書館や公民館等と連携して読書活動の活性化を図ります。 

・読書グループや図書館ボランティアの育成を進めます。 

・施設の計画的な維持補修を進めます。 

 

○音楽文化の提供と交流○音楽文化の提供と交流○音楽文化の提供と交流○音楽文化の提供と交流    

 ホールの特性を活かした世界レベルの優れたコンサート、気軽に参加できる

コンサート、ホールから場所を変えての出張コンサートなど様々な音楽文化を

提供し、それによって派生する文化交流を促進できるよう努めます。 

 

 

【坂東市総合文化ホール ベルフォーレ】 

 

 

【坂東郷土館ミューズ】 
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（３）体力づくりと生涯にわたりスポーツに親しむことができる（３）体力づくりと生涯にわたりスポーツに親しむことができる（３）体力づくりと生涯にわたりスポーツに親しむことができる（３）体力づくりと生涯にわたりスポーツに親しむことができる    

環境づくり環境づくり環境づくり環境づくり    

 

（現状と課題）    

 

・生涯にわたって、健康で明るく豊かで活力に満ちた充実した生活を送ることは

多くの市民の願いであります。また、市民の一人ひとりが体力づくりの向上を目

指しスポーツ・レクリエーション活動に親しみ、日常化を図ることは、現代社会

において欠かすことのできないものです。 

 本市は、「スポーツ健康都市」を宣言し、各種スポーツ事業やスポーツ教室・

講習会等を実施しています。「坂東市スポーツ振興計画」に基づき、いつでも・

どこでも・誰でも、気軽に楽しく実行できるよう、生涯スポーツ社会の実現を目

指していきます。 

 

・体力づくりと生涯にわたりスポーツに親しむために、坂東市いわい将門ハーフ

マラソン大会をはじめ、各種スポーツ大会や講習会を開催し、気軽にできる「貯

筋型 坂東市民健康体操」の普及に努めています。さらに、身近な体育施設を利

用し、体力づくりができる総合型地域スポーツクラブの活用などが必要となっ

ています。 

また、高齢化社会が進むなかで、いつでも・どこでも・誰でも、気軽にスポー

ツに親しめる環境づくりが求められています。 

 

 

【坂東市いわい将門ハーフマラソン大会】 
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・本市における生涯スポーツ参加人口は、平成２９年４月現在で、体育協会加盟

の２３競技で約３，２０５人、スポーツ少年団８競技３０単位団で６６６人（指

導者を含む。）、小中学校体育連盟１５競技で１，０７１人が登録されています。 

最近の生活様式の多様化により、チーム競技型から個人競技型へと参加の形

態が変化しています。競技スポーツから体力づくりのためのスポーツ・レクリエ

ーションまで幅広い施策の取組が必要となっています。 

 

・生涯スポーツ施設の充足度は高水準にありますが、一部の施設には経年劣化が

著しく、安心してスポーツ活動ができる場所を提供するため、施設の維持や整備

を積極的に進めます。 

 

（目標）    

 

・「生涯にわたりスポーツを楽しむ」を最大目標とした健康・体力づくり運動を

推進していくとともに、市民の自主的運営による活動を促進するため、指導者の

養成と適正な施設整備に努めます。 

 

  重点施策      

 

○体力づくりと生涯スポーツの振興○体力づくりと生涯スポーツの振興○体力づくりと生涯スポーツの振興○体力づくりと生涯スポーツの振興    

・茨城国体や東京オリンピックの開催、協力を通じてスポーツの素晴らしさを伝

えるとともに、市民のスポーツに対する意識の高揚を図ります。 

・「スポーツ振興基本計画」に基づき、いつでも・どこでも・誰もが気軽にスポ

ーツに親しめ、体力づくりの促進と健康の保持増進を図れるよう努めます。 

・体力づくりと生涯にわたりスポーツに親しむ活動を支援するために、施設利用

状況、催し物や事業、指導者や団体などに関する情報提供体制を整備します。 

・生涯を通じてスポーツに親しむ素地を培うためにスポーツ教室などを開設す

るとともに、イベントなどを通じて体力づくりへの関心を喚起します。 

・スポーツ活動に関する意識調査等を実施し、現状と施策の効果を把握し、統計

書を整備するとともに、今後の計画や実行に有効活用します。 

 

○スポーツ団体の育成○スポーツ団体の育成○スポーツ団体の育成○スポーツ団体の育成    

・市民の多様な要望を取り入れた研修会等を開催し、自立したスポーツ団体とな

るよう支援します。 

・関係団体・グループ相互の連携による、市民が主体となった気軽に楽しめる地

域スポーツクラブを支援・整備します。 
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・青少年スポーツ団体に対し、必要な活動事業への助成を行います。 

・生涯スポーツを通じて、歓びや楽しさを体験するとともに、仲間との連帯や友

情を育て、協調性や創造性などを育めるような団体の育成に努めます。 

 

○スポーツ施設の整備と運営の充実○スポーツ施設の整備と運営の充実○スポーツ施設の整備と運営の充実○スポーツ施設の整備と運営の充実    

・目的に応じたスポーツに取り組むことができるよう、施設の機能、運動機器等

の充実に努めます。 

・市民の要望に応じた施設整備を検討するとともに、利用しやすく安全で安心な

施設となるよう計画的な維持管理、改修を行います。 

・施設それぞれの特徴を生かしたスポーツ教室や各種講習会の充実に努めます。 

 

○体力づくりと生涯スポーツの推進○体力づくりと生涯スポーツの推進○体力づくりと生涯スポーツの推進○体力づくりと生涯スポーツの推進    

・気軽に参加できる大会の開催と家族・地域ぐるみで幅広い世代が楽しく参加で

きるイベントなどの充実を図ります。 

・子供から高齢者まで誰もが健康で充実した毎日を送れるようスポーツを推進

します。 

 

 

 

【少年野球教室】 

 



 

 

 

 

 

27 第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

区分 男女別 平成１８年度 平成２０年度 平成２３年度 平成２６年度 平成２９年度

男 1,719 1,716 1,647 1,512 1,420

女 1,596 1,551 1,566 1,529 1,354

計 3,315 3,267 3,213 3,041 2,774

男 933 923 813 825 749

女 842 819 771 708 764

計 1,775 1,742 1,584 1,533 1,513

男 2,652 2,639 2,460 2,337 2,169

女 2,438 2,370 2,337 2,237 2,118

計 5,090 5,009 4,797 4,574 4,287

小学校

中学校

合計

第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

 

 社会の変化に的確に対応し、子供たちが安心して学べる学校教育の環境を整

備するとともに、熱意と愛情にあふれ、信頼される教員の育成及び魅力ある学校

づくりを進めるなど、「教育のまち坂東」としての教育環境づくりを推進します。 

 

（１）学校の適正規模・適正配置の推進（１）学校の適正規模・適正配置の推進（１）学校の適正規模・適正配置の推進（１）学校の適正規模・適正配置の推進    

 

（現状と課題）    

 

・坂東市内には小学校が１３校、中学校が４校あり、小学生が２，７７４人、中

学生が１，５１３人（平成２９年５月１日現在）在籍していますが、少子化によ

り減少傾向にあります。 

各地域の人口や交通事情等、地域によって学校の適正規模は異なりますが、今

後の人口推移や地域の実情等を勘案し、適正規模、適正配置に努める必要があり

ます。 

また、障がいのある児童生徒一人ひとりが安心して学ぶことができるように、

必要な職員を配置するなど、支援体制の整備が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【坂東市における児童・生徒数の推移（基準日：各年５月１日）】 



 

 

 

 

 

28 第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

（目標）    

 

・学校の適正規模については、現在の学校区を基本とした上で、今後における生

徒数の推移や地域の実情を考慮しながら適正となる集団規模を目標として進め

ていきます。 

 

・学校が充実した授業ができるために必要な職員の配置を行うほか、支援が必要

となる児童・生徒に対して必要な人員を配置するなど、職員の適正配置を進めま

す。 

 

  重点施策      

 

○教員の適正配置○教員の適正配置○教員の適正配置○教員の適正配置    

 各学校で必要となる教員の配置を行うほか、ＴＴ講師等必要な人員の確保を

行い、充実した授業の推進に努めます。 

 

○介助補助員の配置○介助補助員の配置○介助補助員の配置○介助補助員の配置    

特別な支援を必要とする児童・生徒の一人ひとりの状況を踏まえ、必要な支援

を行うとともに、一人ひとりが充実した学校生活を過ごし、自立と社会参加がで

きるよう介助補助員を配置し、支援体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループ学習の様子】 



 

 

 

 

 

29 第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

（２）教員の資質の向上、教員のサポート体制の充実（２）教員の資質の向上、教員のサポート体制の充実（２）教員の資質の向上、教員のサポート体制の充実（２）教員の資質の向上、教員のサポート体制の充実    

 

（現状と課題）    

 

・基礎的な学力の向上や特色ある教育を行う上で前提となるのが教員の指導力

であり、本市における学力の底上げを図るためには各教員の指導力向上に努め

ていく必要があります。また、教員の接し方や思いやりの心が後の児童・生徒の

生涯において大きな影響を与えることから、児童・生徒に対して的確な助言・指

導や心のケアを行い、児童生徒の心のよりどころとなることが求められます。そ

のため、指導力の向上にとどまらず、人間性の部分においても資質向上に努めな

ければなりません。 

一方で、新たな指導領域の追加や国際化・高度情報化社会時代へ対応できる人

材の育成など、現在の教育に求められる分野は年々増加し、それに伴い教員への

負担が増加していることから、現場教員へのサポート体制の構築及び負担軽減

が急務となっています。 

 

・指導課では、教員の教職研修の中でも主に授業をより良いものにしていくこと

に重点を置き、研修及び学校訪問を行っています。 

 

・教員のサポート体制としては、坂東市校長会、教頭会、教務主任会及び教育研

究会等の各種団体と連携を取り、サポート体制の充実を図っています。 

 

（目標）    

 

・教員の資質向上のために必要とされる研修等を企画・運営し、教員の資質向上

に努めるとともに、新たな分野の教育にチャレンジできる環境づくりに努めま

す。 

また、教員に対し今後更なる負担の増加が予想されるため、各家庭の理解を得

ながら教育を行う体制づくりを推進するとともに、教員の負担を減らし、サポー

トする体制づくりの整備に努めます。 

 

・国や県の考えや方向性を確認しながら、各種関係団体と連携を密にし、更なる

教員の資質向上、サポート体制の充実に努めます。 

 

 

 



 

 

 

 

 

30 第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

  重点施策      

 

○各種研修会の実施○各種研修会の実施○各種研修会の実施○各種研修会の実施    

教育現場において必要とされる知識やスキルに関する研修を企画・実施し、教

職員の資質の向上を図ります。 

 

○市独自の教職員の配置（ＴＴ非常勤講師派遣）の実施○市独自の教職員の配置（ＴＴ非常勤講師派遣）の実施○市独自の教職員の配置（ＴＴ非常勤講師派遣）の実施○市独自の教職員の配置（ＴＴ非常勤講師派遣）の実施    

少人数加配等本来必要となるべき人数の確保にあたっては、市でＴＴ非常勤

講師を派遣し、複数名指導による充実した教育の実施を行うほか、指導する教員

の負担軽減を図ります。 

 

○健康管理（メンタルヘルス）体制の構築○健康管理（メンタルヘルス）体制の構築○健康管理（メンタルヘルス）体制の構築○健康管理（メンタルヘルス）体制の構築    

教員が心身ともに健康であるため、メンタルヘルスを含めた健康管理を行う

とともに、医師等の相談体制を構築し、必要に応じて面談を実施するなど、教員

の健康面でのサポートに努めます。 

 

○授業改善に向けた研修体制の確立と推進○授業改善に向けた研修体制の確立と推進○授業改善に向けた研修体制の確立と推進○授業改善に向けた研修体制の確立と推進    

 児童生徒一人ひとりの可能性を伸ばす主体的・対話的で深い学びの実現に向

けて、教員の研修体制を確立するとともに、その推進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教職員研修】 



 

 

 

 

 

31 第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

（３）特別支援教育の推進（３）特別支援教育の推進（３）特別支援教育の推進（３）特別支援教育の推進    

 

（現状と課題）    

 

・年に２回程度、市内の保育園、認定こども園、幼稚園、小・中学校の特別支援

教育担当者を対象とした研修会を実施し、一人ひとりの教育的ニーズに応じた

指導の充実を図っています。 

 

・坂東市教育支援委員会を設置し、障がいのある幼児・児童・生徒を対象に専門

的な立場から就学指導を行い、適正な教育措置が図られるように努めています。 

 

・適正な教育措置を図るためには、各園及び学校における保護者との綿密な相談

等が不可欠であり、合理的配慮の観点に基づいた指導を粘り強く行っていく必

要があります。 

 

（目標）    

 

・児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導の一層の充実と障がいのあ

る幼児・児童・生徒について、適正な教育措置が図られるよう研修及び関係機関

との連携を推進していきます。 

 

  重点施策      

    

○研修及び適正な就学措置に向けた取組の推進○研修及び適正な就学措置に向けた取組の推進○研修及び適正な就学措置に向けた取組の推進○研修及び適正な就学措置に向けた取組の推進    

 国や県の動向や地域の実態を踏まえ、研修内容を充実させるとともに、適正な

就学措置に向けて園、学校及び関係機関との連携を綿密に行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育についてについてについてについて    

「特別支援教育」とは、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取

組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、そ

の持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要

な支援を行うものです。 平成 19 年 4 月から、「特別支援教育」が学校教育法に位置づ

けられ、すべての学校において、障害のある幼児児童生徒の支援をさらに充実していく

こととなりました。（文部科学省ホームページより抜粋） 



 

 

 

 

 

32 第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

（４）魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進（４）魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進（４）魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進（４）魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進    

 

（現状と課題）    

 

・全ての小・中学校で実施する計画訪問において、学校から「魅力ある学校づく

り、信頼される学校づくり」に関する取組を確認し、指導・助言を行っています。 

 

・計画訪問の全体会で、「学校事故の防止」「服務規律の確保」について指導の徹

底を図っています。 

 

・引き続き、市校長会等との連携を図り、「学校事故の防止」「服務規律の確保」

を徹底していく必要があります。 

 

（目標）    

 

・今後更に魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりを推進するためには、各

学校の魅力を再認識してもらうとともに、市校長会等と連携を図り「学校事故の

防止」「服務規律の確保」を推進していきます。 

 

  重点施策      

 

○市校長会等との連携を基盤としたＯＪＴ研修の推進○市校長会等との連携を基盤としたＯＪＴ研修の推進○市校長会等との連携を基盤としたＯＪＴ研修の推進○市校長会等との連携を基盤としたＯＪＴ研修の推進    

 市校長会等との連携を基盤としたＯＪＴ研修の充実を図ることにより、「学校

事故の防止」「服務規律の確保」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研修の様子】 



 

 

 

 

 

33 第４章 安心して学べる教育環境づくりの推進 

（５）学校関係施設の整備及び充実（５）学校関係施設の整備及び充実（５）学校関係施設の整備及び充実（５）学校関係施設の整備及び充実    

 

（現状と課題）    

 

・小・中学校の校舎・体育館耐震化については平成２９年度までに完了していま

すが、猿島幼稚園園舎と岩井中学校部室については、耐震化工事が未実施となっ

ています。 

 

・構造体の耐震化工事を実施した建物については、吊り天井の撤去や体育器具の

耐震化等を同時に実施しましたが、構造体の耐震化が不要であった建物につい

ては対策が未実施となっています。 

 

・建設から相当年経過している建物については、雨漏り、設備機器や配管の破損

をはじめとした老朽化に伴う機能面の不具合が発生し、対策が必要となる施設

が増えてきています。 

 

（目標）    

 

・耐震化工事については、非構造部材の耐震対策未実施施設やその他必要な箇所

の確認・点検をすすめ、耐震化工事を実施します。 

 

・各学校施設の老朽化に伴う計画的な改修工事のほか、必要に応じ各学校の衛

生・機能的改善を目的とした工事を進めます。 

 

  重点施策      

 

○学校施設の計画的な維持・管理及び○学校施設の計画的な維持・管理及び○学校施設の計画的な維持・管理及び○学校施設の計画的な維持・管理及び学習環境・学習環境・学習環境・学習環境・施設機能の向上施設機能の向上施設機能の向上施設機能の向上    

 国が定める「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、個別施設の長寿命化計画

を策定し、計画的な老朽化対策を進めます。 

併せて、社会情勢や学習内容の変化に対応すべく、各校教室のエアコン設置を

はじめとした学習環境の向上・学校施設の機能の向上を目指します。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

坂東市が目指す、教育の基本的方針 

 

「たくましく生き抜く力を育み、未来を担う人づくり」 

を目指して 

 

～「坂東市に生まれてよかった」、「坂東市で教育を受けてよかった」、 

「坂東市で学び続けたい」と誰もが思える「教育のまち坂東」～ 

 

   ○子供たちが自ら考え、主体的に課題に取り組み、どんな困難をも乗り越え 

「たくましく生き抜く力」を身に付けるとともに、郷土を愛し、伝統と文化を 

尊重する心を基礎に、未来を担うことができる人材の育成に努めます。 

 

   ○市民一人一人が、人としてのあり方、生き方を学びながら、心豊かな人生を 

送ることができるよう、「学びの環境づくり」に努めます。 
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